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九
州
帝
國
大
學
講
師
田
村
豊
民
著
－
英
國
刑
事
裁
判
の

研
究
」
な
讃
む

峯

岸

治

三

（1詠9）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

著
者
田
村
講
師
は
英
國
の
刑
事
裁
判
に
關
し
從
楽
我
國
に
之
を
紹
介
し
た
る
も
の
勘
く
、
「
特
に
其
の
全
膿
を
概
括
的
に
論
述
し
た
る

も
の
は
未
だ
見
當
ら
な
い
や
う
で
あ
る
」
か
ら
、
同
氏
が
「
九
州
帝
國
大
墨
の
機
關
雑
誌
『
法
政
研
究
』
に
後
表
」
サ
．
ら
れ
て
來
た
之

に
關
す
る
研
究
を
「
中
心
と
し
て
刑
富
裁
判
の
全
面
的
記
述
に
重
黙
を
置
い
て
新
た
に
起
稿
」
せ
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
『
英
國
刑
事
裁

判
の
研
究
』
で
あ
る
（
序
一
頁
）
o

　
本
書
に
於
て
取
扱
は
れ
て
を
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
章
緒
論
に
於
て
（
一
）
普
通
法
と
成
文
法
、
（
二
）
犯
罪
の
種
類
を
論
じ
。
第
二
章
に

於
て
珊
箏
裁
判
所
と
題
し
各
種
の
刑
事
裁
判
所
に
付
き
述
ぺ
，
第
三
章
に
於
て
司
法
官
、
陪
審
，
瑠
護
士
，
司
法
行
政
を
読
明
し
、
第

四
章
に
於
て
珊
事
訴
訟
手
綾
に
付
き
論
述
し
、
第
五
章
に
於
て
は
詮
擦
と
題
し
護
擦
法
に
付
き
論
及
せ
ら
れ
て
む
る
o
而
し
て
、
第
六

章
は
結
論
で
あ
顔
、
附
録
と
し
て
は
、
第
輔
警
察
制
度
、
第
二
訴
追
制
度
，
第
三
刑
罰
制
度
の
ξ
論
文
が
牧
め
ら
れ
て
を
り
、
特
に
第

二
の
訴
追
制
度
は
「
曾
つ
て
法
學
協
會
雑
誌
（
第
五
三
霧
第
八
號
）
の
誌
上
に
於
て
小
野
清
一
郎
博
士
に
依
る
紹
介
の
光
榮
に
浴
し
た
」
も

の
で
あ
つ
た
（
鴨
亟
．

　
　
　
　
　
九
州
帝
國
大
學
講
師
田
村
豊
氏
著
『
英
國
刑
事
裁
判
の
研
究
』
を
蹟
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
晶
九
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九
州
帝
國
大
阜
講
師
田
村
豊
氏
碧
『
夷
國
飛
亭
裁
朔
の
薇
究
』
を
蔑
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

本
書
は
纏
頁
数
が
三
ニ
ニ
頁
で
概
括
的
論
述
を
試
み
ら
れ
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
其
全
艦
に
付
て
の
紹
介
乃
至
批
判
は
他
に
適
楮
者

も
あ
ら
う
か
ら
，
私
は
た
Ψ
第
五
章
詮
擦
（
レ
誹
ユ
甑
）
の
部
分
に
付
き
聯
か
感
想
を
述
ぺ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
・
い
．

　
英
國
詮
擦
法
が
法
定
詮
擦
主
義
を
持
綬
し
、
他
國
の
そ
れ
に
此
し
鐙
擦
の
認
容
上
「
驚
く
べ
く
制
限
的
で
あ
る
し
と
こ
ろ
に
「
大
肋

に
特
徴
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
．
．
少
し
組
織
的
に
之
を
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
し
と
さ
れ
て
（
二
〇
〇
頁
）
．
著
者
は
漸
次
謹
擦
法
読
明
の

歩
を
進
め
ら
る
あ
で
あ
る
・
先
づ
参
馨
と
し
て
拶
ら
墾
華
き
ろ
を
見
る
と
次
の
如
竃
の
蓄
る
（
薦
譲
註
，
）
．

　
洋
書
と
し
で
ぽ

　
　
　
属
餌
旨
貯
”
昌
“
毛
旨
冨
儲
、
馴
巨
O
凱
3
冨
一
ピ
”
～
二
夢
＆
．
じ
這
0
ひ
り
℃
娼
●
お
？
壽
oo
・

　
　
　
閃
g
昌
ざ
O
鐸
臼
昌
窃
o
h
∩
島
且
g
一
卜
榊
～
観
紳
ザ
a
●
り
這
ま
”
署
。
⇔
oo
例
ム
oo
恥
。

　
　
　
碧
o
嘗
跨
。
o
陰
6
0
B
B
o
”
β
雛
3
這
葬
＆
‘
一
露
o
o
始
＜
o
一
。
ン
署
●
い
這
も
鴇
“
＜
〇
一
・
圓
く
噛
憎
℃
・
ま
い
，
一
〇〇
一
・

　
　
　
甕
静
冨
3
停
凶
且
峯
一
ピ
髄
瓢
導
“
マ
0
8
“
言
ρ
鳶
げ
包
‘
這
象
り
署
●
娼
噂
も
器

　
　
　
o触
8
噂
サ
0
9
U
茜
窪
舖
o
楠
夢
O
ド
麟
罰
o
幡
国
く
峯
窪
8
り
轟
静
o
島
‘
℃
一
〇〇
〇〇
一
．

　
　
　
毛
一
一
甘
り
O
甘
9
日
肋
5
圓
畠
鶴
国
謡
鳥
O
ロ
0
9
軌
島
ω
儀
‘
一
◎
一
騨

　
　
　
↓
菖
。
月
レ
ぎ
置
β
塁
月
N
聾
密
。
島
差
8
8
聾
冨
o
。
g
目
8
舅
」
。
。
声
（
鵬
鷺
臆
o済
鷺
脚
蕪
塑
離

　
　
　
棚
零
d
）
。

　
和
書
と
し
て
は

　
　
　
岡
村
輝
彦
氏
　
英
國
謹
擦
法

　
　
　
梅
原
錦
三
郎
氏
　
　
訟
廷
立
謹
之
原
理
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本
書
の
目
的
上
護
擦
法
の
み
に
付
て
、
專
門
的
な
多
く
の
参
考
書
を
要
求
す
る
こ
と
は
愛
當
で
あ
る
ま
い
が
、
右
に
示
さ
れ
た
洋
書

の
う
ち
專
ら
詮
擦
法
の
み
に
付
き
取
扱
つ
て
ゐ
る
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
及
び
ウ
ヰ
ル
ス
の
爾
書
に
付
き
見
る
に
、
参
照
せ
ら
る
』
な
ら
ぱ

も
少
し
新
し
い
版
を
参
照
せ
ら
る
ぺ
き
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
ス
テ
ィ
D
ヴ
ソ
に
付
て
は
既
に
一
九
三
六
年
に
其
第
十
二

察
公
に
せ
ら
れ
て
警
、
天
八
皐
版
（
髄
騰
紮
黎
霧
雀
轟
麗
齪
諾
娑
難
響
鍛
轟
嘉
響
荏
現

在
の
詮
擦
法
の
参
考
書
と
し
て
は
蝕
砂
に
古
す
ぎ
る
の
み
な
ら
す
、
其
後
の
新
し
い
法
律
や
判
例
な
ど
の
關
係
上
不
適
當
で
あ
る
と
云

は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
実
に
、
ウ
ヰ
ル
ス
の
方
も
亦
一
九
三
六
年
に
其
第
七
版
が
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
九
一
二
年
に
は
ウ
ヰ
ル
ス
の
「
瓶

況
讃
擦
論
」
の
最
後
の
イ
ギ
リ
ス
版
が
公
に
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
輔
九
二
五
年
に
は
其
イ
ン
ド
版
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
固

よ
り
こ
の
一
九
二
五
年
版
に
は
，
イ
ソ
ド
の
法
律
及
び
裁
判
所
の
賞
務
の
上
に
適
用
せ
ら
る
ぺ
き
多
く
の
事
項
が
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
つ
た
。
と
ζ
ろ
が
贈
九
三
六
年
版
は
右
の
イ
ギ
リ
ス
版
と
イ
ン
ド
版
の
爾
者
に
代
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
九
一
二
年
版

以
後
之
叉
種
薄
の
成
文
法
や
判
例
の
爲
め
に
、
訂
正
を
必
要
と
す
る
部
分
を
生
じ
た
の
専
、
新
た
に
刊
行
せ
ら
る
』
に
至
つ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
胸
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
詮
擦
法
の
滲
考
書
と
し
て
は
一
九
一
二
年
版
よ
り
も
遙
か
に
適
當
な
も
の
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
著

者
は
無
論
其
邊
の
事
情
を
熟
知
さ
れ
て
を
ら
る
』
こ
と
で
は
あ
ら
う
が
、
韻
者
の
立
場
か
ら
云
ふ
と
，
矢
張
塾
新
し
い
版
を
示
し
て
い

た
讐
か
な
い
と
、
『
右
の
参
考
書
が
そ
の
ま
』
現
行
法
の
研
究
の
上
に
も
縞
て
役
立
つ
も
の
と
誤
信
す
る
虞
が
あ
る
か
ら
、
特
に
一
言
し

た
次
等
で
あ
る
。
両
も
少
し
欲
を
云
は
せ
て
い
た
§
け
ぱ
、
曽
一
場
o
P
言
き
毒
一
亀
周
該
留
饗
夕
軌
昏
a
‘
這
號
“
≦
茜
ヨ
0
3
．
肋
O
o
審

9
届
く
賞
臼
3
翰
且
包
‘
一
塁
U
な
ど
は
誰
擦
法
を
知
る
上
に
手
頃
な
書
物
で
あ
る
か
ら
，
之
等
を
も
滲
考
書
の
う
ち
に
加
へ
ら
れ
て

は
ど
う
ぞ
あ
つ
た
ら
う
か
と
恩
ふ
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
　
九
州
帝
レ
國
大
學
講
郎
田
愚
斜
翌
民
寡
「
英
國
刑
寮
義
翻
”
の
跡
究
』
を
蟹
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



d纏）

　
　
　
　
　
九
醒
川
帝
・
回
大
學
鑑
“
師
田
君
聴
晶
氏
「
著
¶
夷
國
一
溺
事
“
裁
剣
の
聾
露
』
を
曹
“
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

　
第
一
笏
と
し
て
は
詮
擦
の
意
義
に
付
て
の
読
明
が
あ
る
が
、
著
者
は
匿
櫨
の
定
義
を
下
し
て
『
係
孚
問
題
に
牽
聯
せ
る
事
箕
の
眞
傷

を
確
め
る
法
裁
上
の
手
段
し
と
さ
れ
（
二
〇
〇
頁
）
、
グ
リ
ン
リ
驚
フ
一
派
の
見
解
を
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
著
者
は
更
に

億
二
島
雰
8
二
霧
昌
目
o
昌
勉
鴬
8
h
簿
の
翼
別
を
も
論
蓮
さ
れ
て
ゐ
る
（
二
〇
一
頁
）
。
私
も
甚
だ
烏
瀞
が
ま
し
い
次
第
で
あ
る
が
、
詮
擦
法
の

要
墨
姦
奪
讐
し
棊
秀
ε
2
．
嘗
て
本
誌
上
に
・
イ
ギ
リ
ス
彊
藩
静
壷
し
婆
義
げ
（
讐
轄
か

趨
、
近
頃
右
拙
畜
蓼
の
釜
蕎
養
ヒ
イ
ざ
護
難
研
窪
蓬
し
農
し
た
（
鯛
欝
舞
彿
）
．
右
の
拙
菱

び
馨
養
ξ
羅
藷
高
落
差
三
羨
ぺ
義
挺
の
ε
る
（
躰
騰
魏
難
騨
㌶
顧
）
．

　
第
二
節
に
於
て
は
鐙
擦
の
類
別
と
題
し
て
各
種
の
鐙
擦
の
定
義
が
示
さ
れ
て
を
る
．
即
ち
．

　
、
ロ
頭
慶
擦
は
懸
人
が
ロ
頭
を
以
て
陳
遠
す
る
詮
擦
で
あ
る
。
文
書
詮
擦
は
文
書
に
依
つ
て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
詮
擦
で
あ
る
。

物
的
謹
嬢
は
裁
判
駈
の
調
査
の
爲
め
に
提
出
さ
れ
る
貰
物
の
詮
擦
（
例
へ
ぱ
詣
紋
。
ナ
イ
フ
に
陽
著
せ
る
血
痕
の
如
し
）
で
あ
る
。
し
と

凄
れ
る
（
二
〇
二
買
）
●

　
之
等
の
定
義
は
嘗
て
私
の
爲
し
た
る
と
こ
ろ
と
其
字
句
ま
で
が
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
試
み
に
私
の
書
い
た
と
こ
ろ
を
左
に
示
し
て

苑
よ
う
o難

難
難
難
難
噂
嚢
羅
離
鑛
警
…
田
　
き

と
の
差
異
は
島
蒼
9
冨
蔓
㊦
ぐ
置
3
8
の
謬
語
に
付
て
の
み
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
「
物
的
詮
擦
（
又
は
物
詮
ー
ー
之
は
拙
著
に
於
て
新
た
に
加
へ
お
と
こ
ろ
で
あ
る
）
と
は
裁
判
所
の
調
査
の
爲
め
に
提
倒
せ
ら
る
』

霧
塞
馨
あ
ゑ
護
語
瀞
襲
藝
．
…
お
糞
笛
村
藷
の
括
勢
の
覇
穀
の
場
合
置
窪
し
髪
畠
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鞍
だ
げ
で
あ
る
◎

　
鐵
村
講
師
は
更
に
弐
の
如
き
論
明
を
さ
れ
て
ゐ
る
o
即
ち
、

　
「
第
一
次
紐
擦
は
係
争
事
實
に
封
し
法
律
上
の
見
地
か
ら
最
大
の
確
賓
性
を
異
へ
る
謹
擦
で
あ
る
。
第
一
次
謹
擦
は
弛
に
之
に
優
る

鐙
擦
の
存
在
を
想
像
せ
し
む
る
こ
と
を
許
さ
な
い
か
ら
最
高
の
謹
擦
（
冨
。
・
鈴
薯
箆
窪
8
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
既
の
程
度
に
建
し
な
い

懸
擦
は
凡
て
第
二
次
鐙
擦
響
あ
る
。
弼
へ
ぱ
或
契
約
に
關
す
る
訴
訟
に
於
て
之
に
關
す
る
契
約
讃
書
を
鐙
擦
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
は

第
暗
次
謹
擦
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
契
約
詮
書
の
謄
本
を
提
出
す
る
場
合
は
第
二
次
詮
擦
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
麗
別
が
主
要
な
意

義
を
帯
す
る
の
は
主
と
し
て
後
に
蓮
ぺ
る
丈
書
に
關
し
て
讐
あ
る
し
（
二
9
責
）
。

　
瓢
の
こ
の
種
の
燈
擦
に
付
て
の
設
明
は
家
の
如
く
で
あ
つ
た
。

　
「
第
一
位
紐
擦
と
は
係
争
事
震
に
封
し
浄
衛
卸
ゆ
簿
飾
か
顔
最
大
の
確
賓
性
を
與
ふ
る
謹
擦
で
あ
る
。
…
從
つ
て
、
第
一
位
鑑
擦

は
弛
に
之
に
優
る
設
擦
の
存
在
を
想
像
せ
し
む
る
と
と
を
許
さ
な
い
か
ら
、
最
高
の
詮
擦
坤
ち
最
上
謹
擦
（
ぴ
窪
齢
窪
髭
窪
8
）
と
辣
る

の
で
あ
る
。
こ
の
程
度
に
速
せ
ざ
る
詮
擦
は
．
綿
て
之
を
第
二
位
讃
擦
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
、
或
る
契
約
に
付
て
の
訴
訟
に
於

て
は
、
之
に
關
す
る
契
馨
（
毅
灘
欝
議
勤
馨
　
鮭
蓋
讐
し
憂
李
る
こ
と
は
、
響
筆
罐
讐
馨
の
ε

る
。
惹
契
馨
（
艘
議
難
鵬
器
讐
肇
裏
出
す
る
と
か
、
叉
は
契
約
書
（
畿
製
巖
契
）
畠
窟
ロ
頭
叢
廉

遠
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
第
二
位
詮
擦
と
な
る
識
で
あ
る
。
・
：
・
第
一
位
詮
擦
及
び
第
二
位
詮
擦
が
窟
要
な
る
意
義
を
有
す
る
の
は

主
と
し
て
文
書
に
關
し
て
蓋
貞
叢
羅
轟
難
併
馨
笹
）
．

　
右
に
孝
し
た
田
村
講
師
の
読
明
と
私
の
詮
明
と
は
殆
ん
ε
同
じ
嘗
葉
で
あ
る
の
み
な
ら
す
も
所
に
依
つ
て
は
全
く
詞
一
で
あ
る
。
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ゆ

ひ
て
爾
者
の
差
鼻
を
求
め
れ
ぱ
、
憎
督
5
藁
o
昌
画
窪
3
及
び
駕
Ω
8
蟄
昌
o
識
幽
9
8
の
課
語
位
で
あ
る
。
そ
れ
も
第
憎
位
、
第
二
位
と

　
　
　
　
　
　
瓦
州
帝
回
犬
娯
講
師
田
材
鰹
氏
碧
「
莫
岡
荊
事
裁
朔
の
蘇
銘
』
を
蹟
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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九
州
帝
礒
大
拳
講
爾
田
村
豊
民
馨
「
英
國
刑
峯
裁
朔
の
研
劣
』
を
蹟
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ロ

瓢
が
糧
し
た
の
に
封
し
、
田
村
講
師
は
第
一
弐
、
第
二
次
と
云
は
れ
た
、
縁
ん
の
一
宇
だ
け
の
相
蓮
で
あ
る
。

　
第
三
笛
鵜
於
て
な
－
燈
明
の
責
任
」
に
付
て
の
読
明
が
あ
る
o
私
は
田
村
講
騨
の
こ
の
部
分
に
關
す
る
設
明
に
相
當
す
る
も
の
を
，

婁
纂
て
茜
華
婁
任
（
姦
壽
題
．
拙
著
養
懐
肇
嚢
詮
墓
（
簗
頁
）
と
し
難
し
秀
で
あ
窪
．
面

し
て
、
こ
3
饗
廷
讐
、
讐
し
て
萎
錘
護
苫
る
き
嘉
蓉
・
壱
し
（
鰻
体
轟
瀦
誰
）
、
蓋
婆
璽

し
て
は
，
（
一
）
裁
朝
上
嘗
然
の
承
認
箪
（
二
）
推
定
の
原
則
、
（
三
）
自
認
及
び
自
白
、
（
囚
）
禁
反
言
の
原
則
の
瀬
序
で
論
明
し
た
こ
と
で

蓼
轟
警
矯
叢
騨
稀
蓼
鐙
欝
理
禁
欝
璽
誌
購
羅
蚕
叢
響
四
）
．
田
藷
響
．
霧
婁
き

鶴
付
吉
、
時
と
し
て
は
其
責
紐
が
冤
除
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
と
さ
れ
、
「
推
定
（
ヌ
窃
翼
暮
馨
一
象
）
及
ぴ
裁
判
上
當
然
の
承
認

（
智
蝕
畠
菖
ぎ
警
。
）
が
之
に
腸
す
る
し
と
さ
れ
る
の
で
潜
る
（
二
〇
五
頁
）
。
　
自
認
は
主
と
し
て
民
事
裁
判
に
起
る
問
題
で
あ
り
辱
禁
反

賃
蝋
期
も
其
主
要
な
る
活
動
が
民
事
々
件
に
於
て
認
め
ら
る
』
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
に
付
て
は
特
に
論
及
さ
れ
て
を
ら
ね
が
．

麟
自
に
健
て
は
第
四
章
醗
擦
の
認
容
性
の
う
ち
に
諭
じ
て
を
ら
る
≦
．
そ
こ
で
、
田
村
講
師
は
推
定
を
二
つ
に
分
ち
「
法
律
上
の
推
定
」

と
牌
事
實
上
の
推
定
』
と
さ
れ
、
更
に
「
法
律
上
の
推
定
に
ま
た
不
可
動
推
定
（
8
湾
冒
幽
奉
蜜
。
鶏
ヨ
笠
8
9
置
毛
）
　
と
可
動
推
定

（
慧
営
蕃
黛
の
翼
3
毒
笠
8
）
の
二
種
が
あ
る
し
と
云
は
れ
て
ゐ
る
（
二
〇
五
頁
）
o
私
も
こ
の
鮎
に
付
き
同
じ
や
う
な
冒
葉
で
設
明
し
て

謹
い
た
の
で
あ
つ
た
．
即
ち
『
不
可
動
推
定
及
ぴ
可
動
推
定
は
共
に
之
を
法
律
推
定
（
り
§
。
。
6
筥
讐
ざ
μ
援
一
貫
緯
昌
浄
凶
拶
一
冥
窃
露
醤
讐
凶
8
）

皇
ふ
こ
と
が
出
來
る
・
と
し
た
の
で
あ
る
（
墾
林
轟
魏
謹
）
．
岡
馨
吉
勢
所
栗
轟
推
審
肇
幾
、
可
動
莚
を

歪
霧
響
謬
詣
聾
罐
慧
期
）
蓋
舞
士
は
奢
得
へ
馨
ル
蓉
上
ノ
雍
撃
、
奢
費
キ
難

上
ノ
糞
丑
藷
角
ひ
老
象
あ
で
あ
晶
謹
鋸
塩
燈
遜
．
右
の
如
裏
響
薯
奪
、
田
村
議
が
不
可
動

指
定
叉
は
可
動
推
定
な
る
灘
語
を
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
，
私
の
課
語
と
全
く
符
合
し
た
次
第
で
あ
る
。
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欝
し
て
．
田
村
講
師
は
不
可
動
推
定
は
實
艦
法
の
規
則
で
あ
つ
て
謁
擦
法
上
の
規
則
で
は
な
㎞
か
ら
、
法
律
上
の
唯
一
の
推
定
は
可

霧
寒
薯
差
し
、
興
菱
る
も
の
と
し
て
死
亡
の
推
定
、
舞
の
鷺
，
蕃
毯
難
藁
げ
詫
毒
る
（
鶏
琳
響
繍

聯
贈
弱
艶
ヌ
胴
叢
タ
素
騨
轡
。

　
次
に
，
田
村
講
踵
は
慕
謹
資
任
の
輕
滅
原
因
た
る
裁
制
上
當
然
の
承
認
に
付
て
は
，
た
穿
其
主
な
る
も
の
を
列
學
す
る
幡
止
め
て
を

ら
る
、
の
で
あ
る
が
（
二
〇
八
買
）
、
こ
の
「
裁
判
上
嘗
然
の
承
認
」
と
紫
ふ
謬
語
に
付
て
も
田
村
講
踊
と
私
と
は
全
く
同
一
で
あ
つ
た

の
で
薯
．
昏
響
博
吉
肇
．
公
認
妻
し
会
詫
、
梅
原
博
姦
．
藷
上
了
知
ノ
妻
」
と
さ
れ
て
を
る
（
翻
魏
蜘

撫
蹴
蛎
甑
ガ
眺
鯨
嚇
歴
翻
）
。

器
畠
霧
て
孟
饗
警
薯
の
歪
蕾
に
因
ら
ざ
る
こ
と
を
琴
る
会
ふ
爵
蓄
る
2
撒
肇
畿
璃
蜷
攣

肱
鷺
貰
）
．
之
に
付
て
も
田
村
講
晦
は
糧
先
づ
第
一
起
裁
判
外
の
自
白
を
詮
擦
と
し
て
認
容
す
る
爲
め
鷹
は
そ
れ
は
自
褒
的
に
醤
さ
れ
た
も

㌫
噂
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
歎
ふ
こ
と
が
一
般
規
綱
で
あ
る
（
浮
鑓
窯
霧
～
沁
霧
」
8
倉
》
ρ
暮
9
0
）
。
跳
の
制
限
を
考
察
す
る
に

際
し
て
は
特
に
櫨
限
を
有
す
る
人
の
資
格
と
不
法
誘
幽
の
性
質
の
二
黙
を
敷
術
す
る
必
要
が
あ
る
』
と
せ
ら
れ
、
不
法
誘
出
の
論
明
を

馨
え
霧
誇
ε
る
（
輩
題
。
あ
歪
蕾
会
壽
語
畠
藷
師
巻
と
基
響
合
し
房
で
薯
。
岡
村
褥

霧
蕃
に
は
之
を
難
馨
蓼
以
て
示
詫
蓋
義
鶉
購
法
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筥

　
私
も
未
熟
な
が
ら
英
法
研
究
の
一
箪
徒
と
し
て
斯
法
の
研
究
に
は
多
少
の
努
力
を
し
て
來
た
の
で
あ
る
◎
故
に
我
國
に
於
け
る
英
米

法
に
關
す
る
著
書
，
論
交
に
ぱ
常
に
注
意
を
怠
ら
ぬ
や
う
努
め
て
を
り
、
又
之
等
の
著
書
。
論
丈
を
談
む
こ
と
に
依
つ
て
、
歎
へ
ら
る

乱
こ
と
の
多
い
の
を
最
も
大
き
な
喜
び
と
し
て
を
る
次
第
で
あ
る
o
從
つ
て
、
英
米
法
に
關
す
る
新
刊
書
は
其
公
刊
を
知
る
と
、
直
ち

　
　
　
　
　
九
皿
州
轟
甲
闘
大
議
，
謹
＝
騨
田
村
暮
“
氏
諸
佃
『
識
（
國
鯛
㎜
富
・
裁
劇
門
の
聾
”
鰹
”
』
を
譲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
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－
乃
紺
川
帝
謹
厩
大
胤
霊
購
餌
卿
田
有
魯
晶
氏
惣
¶
『
霊
酉
踊
”
溺
山
畢
紬
倣
醐
”
の
榊
脚
の
艶
を
」
蟷
履
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
微
囲
由
ハ

に
翼
求
め
て
覆
む
こ
と
に
し
て
を
乃
の
で
あ
る
。
新
刊
書
を
手
に
し
之
を
繕
く
時
の
愉
快
さ
は
洵
に
筆
紙
に
舞
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

瓢
が
顕
村
講
輝
の
薮
碧
が
清
水
書
店
か
ら
公
刊
せ
ら
れ
た
旨
の
新
聞
廣
告
を
見
た
と
き
，
私
の
心
中
に
は
洵
に
名
欺
し
難
い
喜
ぴ
の
念

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
董
し
、
こ
の
新
著
を
手
に
し
之
に
依
つ
て
教
へ
ら
る
』
こ
と
あ
る
ぺ
き
，
い
つ
も
の
愉
快
な
心
持
が
豫
感
さ
れ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
私
は
早
逮
と
り
つ
け
の
書
店
か
ら
こ
の
新
著
を
取
寄
せ
て
護
み
始
め
た
の
で
あ
つ
た
が
、
讃
擦
法
に
位
て
は
特
に

瓢
も
多
少
の
研
究
を
し
て
を
る
醜
係
上
、
第
五
章
の
讃
擦
の
部
分
に
は
非
常
な
る
興
味
と
期
待
と
を
以
て
讃
み
始
め
た
の
で
あ
つ
た
。

　
既
に
煎
に
も
蓮
ぺ
た
や
う
に
田
村
講
締
が
こ
の
第
五
章
に
付
き
特
に
明
示
さ
れ
て
を
る
我
國
の
参
考
書
は
岡
村
，
梅
原
爾
博
士
の
碧

書
の
二
つ
マ
あ
つ
た
。
然
る
に
、
讃
み
始
め
る
と
間
も
な
く
、
何
と
な
く
私
が
嘗
つ
て
本
誌
に
掲
載
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
鐙
擦
法
概
論
し

と
最
近
幽
版
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
誰
擦
法
研
究
し
と
の
爾
者
を
思
ひ
浮
ぺ
ざ
る
を
得
な
い
や
う
な
氣
持
に
逡
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
o
そ

こ
で
，
私
は
之
等
爾
者
を
田
村
講
師
の
新
著
の
第
五
章
と
讃
み
合
せ
て
見
る
と
、
類
似
の
部
分
叉
は
全
然
同
一
の
部
分
が
あ
る
こ
と
を

弼
め
た
の
で
あ
る
。
依
つ
て
、
特
に
類
似
し
て
を
る
部
分
及
び
全
く
同
一
の
部
分
を
封
照
し
て
摘
出
し
て
見
た
の
が
、
嵩
に
於
て
示
し

た
や
う
な
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
o

　
岡
村
、
梅
原
爾
博
士
の
著
書
を
我
國
の
丈
献
と
し
て
参
照
せ
ら
れ
た
こ
と
を
明
記
さ
れ
た
田
村
講
師
が
、
私
の
論
丈
又
は
著
書
ヨ

そ
れ
は
洵
に
文
字
通
り
拙
い
も
の
で
あ
つ
て
田
村
講
師
に
御
参
照
を
願
へ
る
も
の
で
は
な
い
に
相
蓮
な
い
が
ー
i
を
参
照
せ
ら
れ
た
筈

が
な
》
縄
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
交
章
又
は
字
句
の
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
前
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
事
實
は
．
實
に

稀
に
見
る
偶
然
の
符
合
と
で
も
敏
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
か
。
私
は
一
種
異
様
な
る
氣
持
に
打
た
れ
、
そ
の
憂
な
感
じ
は
之
又
筆
紙
に
盤
し

難
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
o
折
角
教
へ
ら
る
』
こ
と
多
か
る
べ
き
を
豫
感
し
つ
』
新
著
を
経
》
た
時
の
私
の
愉
快
な
心
持
と
喜
び
の

念
と
は
、
今
や
洵
に
名
駅
し
難
い
異
様
な
る
氣
持
と
化
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
●



　
私
は
こ
の
名
肌
し
難
壷
異
様
な
る
氣
特
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ
事
實
の
3
。
ε
蓼
暮
賀
黛
建
崔
窪
8
と
し
て
、
前
示
の
類
優

又
は
面
一
の
部
分
を
提
熾
す
る
者
で
あ
る
。
而
し
て
、
他
人
の
案
出
し
た
課
語
を
使
期
す
る
こ
と
そ
れ
自
身
ぱ
敢
て
不
可
と
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
と
し
て
も
，
其
方
法
に
付
て
は
愛
當
な
る
方
法
に
從
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
が
、
私
は
今
か
』
る
問
題
に
付
き

論
踏
を
し
よ
う
と
す
る
積
ゆ
は
な
い
。
た
讐
か
蕊
る
符
合
又
は
合
致
し
た
灘
語
が
田
村
講
侮
の
新
著
に
存
在
す
る
こ
と
を
特
に
明
示
し

た
盤
、
歪
婆
た
私
翼
繊
な
美
蓉
謹
擦
を
更
誓
。
馨
蔓
§
し
た
婁
碁
る
。
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九
州
帝
國
大
景
講
師
田
村
登
氏
覆
英
國
刑
事
裁
朔
の
研
究
』
を
讃
む

四
セ


